




株式会社NITTOH(1738) 平成27年３月期 第１四半期決算短信

－ 1 －

○添付資料の目次

　

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………２

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………………………３

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ……………………………………………３

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ……………………………………………３

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………………………３

３．継続企業の前提に関する重要事象等 …………………………………………………………………３

４．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………４

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………８

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………８

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………８

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………８

（重要な後発事象） ……………………………………………………………………………………９

　

決算短信 （宝印刷）  2014年08月09日 14時04分 1ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社NITTOH(1738) 平成27年３月期 第１四半期決算短信

－ 2 －

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、企業業績の改善、設備投資の増加などから、緩やか

な景気回復基調となりました。しかし、消費税率改正に伴う駆け込み需要の反動による影響や海外

景気の不確実性への懸念が根強く、依然として不透明な状況で推移しました。

当社グループの中心となっている住宅建築業界におきましては、住宅取得に対する諸政策の継続

により、住宅購入に対する関心の高さはあるものの、消費税率改正に伴う駆け込み需要の反動減は

顕著に現れており、厳しい状況となりました。

このような経済状況のもとで、当社グループの建設工事事業では、新築戸建住宅向けのガス設備

機器の新規組み込み、防水工事の件数は減少いたしました。さらに、戸建住宅向けの各種リフォー

ムや太陽光発電システム設置工事の件数も減少いたしました。しかし、一方で、既設住宅向けのガ

ス設備機器の取り替え件数、継続した新規開拓による中規模建設物のリフォームや改修防水の件数

が増加したことにより業績を確保いたしました。

住宅等サービス事業では、消費税率改正に伴う駆け込み需要の反動により、既設住宅向けのシロ

アリ再予防工事や床下環境改善の防湿商品の販売が低調に推移したことにより、業績は厳しい状況

となりました。

ビルメンテナンス事業では、既存受託物件の維持管理コスト低減の意識を背景として、請負単価

の低価格化への要請は依然として続いております。しかし、新規受託物件の獲得に向けて、社員教

育を徹底し、高品質のサービスを提供して他社との差別化を図るなどの諸施策を継続して実施した

ことにより、業績は伸長いたしました。

利益面は、工事施工量を確保するための人員増やリフォーム店舗の新設などにより、販管費が増

加したため、低調に推移いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,670百万円(前年同四半期比3.3％増)、営業利

益は55百万円(前年同四半期比41.5％減)、経常利益は62百万円(前年同四半期比36.2％減)、四半期

純利益は33百万円(前年同四半期比37.3％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて221百万円減少し、

3,963百万円となりました。主な増減は、売上債権の減少123百万円及び現金及び預金の減少96百万

円があったことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて197百万円減少し、1,614百万円となりました。主な増減は、

退職給付に係る負債の増加８百万円があったものの、仕入債務の減少133百万円及び未払法人税等

の減少79百万円があったことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて23百万円減少し、2,349百万円となりました。主な増減は、

利益剰余金の減少23百万円があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成26年５月12日に公表いたしました業

績予想を修正いたしました。

　なお、詳細につきましては、本日(平成26年８月11日)公表の「業績予想及び配当予想の修正に関

するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 894,573 798,422

受取手形及び売掛金 968,240 844,542

たな卸資産 429,248 427,430

その他 118,215 123,381

貸倒引当金 △2,235 △3,345

流動資産合計 2,408,041 2,190,431

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 499,447 495,969

土地 993,267 993,267

その他（純額） 9,475 9,788

有形固定資産合計 1,502,190 1,499,025

無形固定資産

のれん 4,687 2,343

その他 10,471 10,209

無形固定資産合計 15,158 12,553

投資その他の資産

その他 261,415 264,094

貸倒引当金 △1,820 △2,183

投資その他の資産合計 259,594 261,910

固定資産合計 1,776,944 1,773,490

資産合計 4,184,985 3,963,921

決算短信 （宝印刷）  2014年08月09日 14時04分 4ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社NITTOH(1738) 平成27年３月期 第１四半期決算短信

－ 5 －

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 624,080 490,370

短期借入金 185,000 165,000

1年内返済予定の長期借入金 52,680 50,400

未払法人税等 106,473 26,560

賞与引当金 83,100 42,750

完成工事補償引当金 14,900 13,800

その他 219,746 300,315

流動負債合計 1,285,980 1,089,196

固定負債

長期借入金 87,000 74,400

退職給付に係る負債 248,320 257,195

長期未払金 24,240 24,240

その他 166,634 169,571

固定負債合計 526,194 525,406

負債合計 1,812,175 1,614,603

純資産の部

株主資本

資本金 186,072 186,072

資本剰余金 145,813 145,813

利益剰余金 2,019,766 1,996,628

自己株式 △1,114 △1,114

株主資本合計 2,350,537 2,327,399

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20,271 20,359

その他の包括利益累計額合計 20,271 20,359

少数株主持分 2,000 1,559

純資産合計 2,372,810 2,349,318

負債純資産合計 4,184,985 3,963,921
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 1,617,800 1,670,811

売上原価 1,120,636 1,188,077

売上総利益 497,164 482,734

販売費及び一般管理費 401,604 426,855

営業利益 95,560 55,878

営業外収益

受取利息 9 15

受取配当金 658 621

受取手数料 594 664

受取保険金 761 1,229

受取賃貸料 130 3,638

その他 651 2,072

営業外収益合計 2,804 8,241

営業外費用

支払利息 211 409

賃貸費用 ― 963

その他 98 140

営業外費用合計 309 1,514

経常利益 98,054 62,605

税金等調整前四半期純利益 98,054 62,605

法人税、住民税及び事業税 54,842 35,680

法人税等調整額 △9,518 △6,264

法人税等合計 45,323 29,415

少数株主損益調整前四半期純利益 52,730 33,190

少数株主損失（△） △886 △441

四半期純利益 53,616 33,631
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 52,730 33,190

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,580 88

その他の包括利益合計 △4,580 88

四半期包括利益 48,150 33,278

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 49,036 33,720

少数株主に係る四半期包括利益 △886 △441
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高

外部顧客への売上高 905,837 346,557 365,406 1,617,800 ― 1,617,800

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 626 380 1,006 △1,006 ―

計 905,837 347,183 365,786 1,618,807 △1,006 1,617,800

セグメント利益 37,175 98,273 18,760 154,209 △58,649 95,560

(注) １．セグメント利益の調整額△58,649千円には、セグメント間取引消去8,699千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△67,349千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の

総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高

外部顧客への売上高 951,078 337,058 382,674 1,670,811 ― 1,670,811

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 995 120 1,115 △1,115 ―

計 951,078 338,054 382,794 1,671,927 △1,115 1,670,811

セグメント利益 19,928 68,922 23,771 112,623 △56,745 55,878

(注) １．セグメント利益の調整額△56,745千円には、セグメント間取引消去6,335千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△63,080千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の

総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

(連結子会社の吸収合併)

当社は、平成26年７月１日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるセブンハウス株式会社を吸収合併

することを決議いたしました。

１. 合併の目的

当社グループは、セブンハウス株式会社が従来より得意とする注文戸建住宅の建築請負事業、不動産関連事

業や地域密着での顧客対応ノウハウなどの経営資源を統合して、住宅建築、リフォーム、メンテナンス分野に

おいて、不動産関連、相続対策などの対応力を高め、事業効率の改善を図ることを目的として、吸収合併を行

うことといたしました。

２. 合併の要旨

（1）合併の日程

　合併決議取締役会 平成26年７月１日

　 合併契約締結 平成26年７月１日

　 合併期日（効力発生日） 平成26年10月１日（予定）

(注)本合併は、当社においては会社法第796条第３項に規定する簡易合併であり、セブンハウス株式会社に

おいては会社法第784条第１項に規定する略式合併であるため、合併契約承認株主総会は開催いたしま

せん。

（2）合併方式

　 当社を存続会社とする吸収合併方式で、セブンハウス株式会社は解散いたします。

（3）合併に係る割当ての内容

当社100％出資の連結子会社との合併であるため、本合併による新株式の発行、資本金の増加及び合併交

付金の支払いはありません。

（4）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

　 セブンハウス株式会社は、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。

３. 被合併会社の概要（平成26年３月31日現在）

　名称 　 セブンハウス 株式会社

　所在地 　 愛知県岡崎市六名南二丁目1番地10

　事業内容 　 注文戸建住宅の建築請負

　資本金 50,000千円

　純資産 102,920千円

　総資産 443,877千円

　売上高 306,364千円

　当期純利益 　6,081千円

４. 実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）に基づき、共通支配下

の取引として会計処理を行う予定です。
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